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ぜ
し
も
の
が
な
■か
つ
れ
爲
■め

^

此
の
事
業
は
多
く
發
展
し
な
か
つ
れ
の
で
あ
る
、

{a

，サ

v

ト、ド
 

:

;

5:
:

丨
に
於
げ
る

::
';
ク
ュ
ル
ザ
ー
,
家
0

經
營
者
が
：經
驗
に
富
む
一
獨
逸
の
鑛
山
夫
を
有
せ
し
こ 

:

:

:
■

:

'

と
は
同
方
面
に
於

^

る
鑛
山

「

業
の
；有

'
望
な
：る
こ
ど
を
明
か

1:

す
る
に
至
り
、玆
に
サ
ン
ト

、
ド

ミ
 

^

1

に
於
け
る
ゥ
ユ
ル

>

:

!

家
：：
の
代
表
者
せ
技
術
的
方
面
を
分
«
せ
し
獨
逸
の
鑛
山
夫
ビ
サ 

ン
ト
、ド
ミ
ン
ゴ
丨
の

」

住
民
ビ
の
間
に
，

1

:
種
，の

.
企
業
組
織
が
成
立
す
る

1:

至
つ
た
の
で
あ
る

、
:;* 

而
し
で
此
サ
ン
ト
、ド

ミ

ゾ

ゴ
1

の
一
住
民
の
名
稱
は
元
よ
り
明
白
で
は
な

k

が
此
方
面
の
研 

究
者
れ
る
へ
ブ
ラ
：

—

の
推
定
す
る
處
に
よ
れ
ば
ニ

)

其
人
は
同
市
の
市
政
に
參
與
せ
し
フ
ラ
ン 

チ
ス

n

、ダ

V

フフで、も
ろ
ビ
云
ふ
こ
く
で
あ
る
、斯
く
の
如
く
ゥ
ユ
ル
ザ
ー
家
の
企
業
が
技
術
者
以

::

外

I:
土
着
の
人
士
を
加
へ
た
こ
ビ
は
之
れ
に
よ
ぅ
；て
西
班
牙
人
の
嫉
妬
心
を
除
か
ん
ビ
せ
し 

同
家

®

巧
妙
な
商
寒
政
策
の

一
端
を
示
せ
し

も
の
で
あ
る

、
^

ぎ
に
此
企
業
力
如
何
に
繼
續
せ 

し
や
に
就
き
て
は
ク
ユ
：ル
ザ
ー
家
の
營
業
報
吿
の
中
に
商
品
.と
し
そ
の
銅
が
時
令
散
見
す
る
以 

外

|:
は
可
等
、確
實
な
る
史
料
の
徵
す
可
き
も
の
な
く

^
、コ
ト
ィ
の
鑛
山
に
'就
き
て
は
之
れ
力 

:智
營
が
約
十
ヶ
年
繼
憤

せ
し
こ
ビ
:、

同
時
に
其
鑛
床
が

®

め
て
豐

.富
な
々
し
こ
ビ
は
之
れ

(:
べ
 

よ>

 

て
同
家

は

非
常
な
る
利
益
を
獲
得
せ
し
も
の

w

信
せ
ら
る
ヽ
の
で
あ
る

*

' 

" 

I

' 

.
1
.
-

舊

中

村

雜

'の

報

德

仕

法

V
」

產

業

組

合

瀧

本

誠

某 爲 に は 法  

鄕 3 角 稍 ' な 德  

な ん 資 ゃ る 川  

て て 本 そ も 時  

に す 家 の の 代

の
末
年
に
ニ
宫
尊
德
を
中
心
と
し
て

,

東
：各
地
方
に
行

.は
れ

*

る
所
謂
報
德
仕 

は
、多
く
は
單
純
な
る
救
濟
制
度
で
あ
つ

て

、

今

日

の
意
味
に
於
け
る
產
業
組
合

，
t 

趣
を
異
に
し

-T
居
る
の
で
あ

 

'る*今
日
の
產
業
組
合
は
小
さ
く
て
も
大
く
て
气
鬼 

の
組
：合
で
あ
つ
て
、其
の
目
的
ど
す
る
：所
ば
進
ん
'で
大
に
何
等
：か
の
營
利
事
業
を 

る
積
極
的
の
魯
：で
あ
る
が
、報
德
仕
法
の
主
要
の
豐

 

地
域
葉
村 

於
け
る
民
俗
を
德
化
し
：て
遜
讓
：勤
儉
の
美
風
を
涵
養
し
、以
て
そ
の
物
質
上
の
窮 

困
を
救
濟
せ
ん

ヾ」

す
る
に

外

な
ら

ざ
る
の

で

あ
る
、故

|:
報
德
主
義
を
奉
す
る
者
は
彼
等
が
所 

謂
"分
度
友
る
事
を
：嚴
守
し
、各
自
其

®

天
分
、即
ち
人
々

.
の
旣
往
十
年
と
か
十
二
年

S

か
'

定
の 

期
間
を
限
り
、其
の
年
令
の
純
收
入
を
通
算
し
て
之
を
平
均
し
れ
る
數
を
以
て
其
の
人
の
天
分 

ビ

定
め
、ぬ
の
天
分
を
基
：礎

ビ

し
て
.支
出
を
制
す
る
事
を

「

分
度

」

,̂稱
し
て

£

営
尊
親
氏
の
報
德

.

第
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說
想
中
村
藩
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報
德
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法
ミ
產
業
組
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5

S

 

1

九



，第
h

七
涪

2

七八

)

，論；

E

.窗中村藩の報德仕？
產業組合

 

第
二
號
ニ
〇
 

\

J 

^
論
を
見
る
ベ
し

)

li
t
：
の
分
度
の
範
圆

1:
於
て
財
政
を
差
赂
す
る
の
が
彼
等
の
主
服
ビ
す
る 

所
で
あ
る
、然
ら
ば
報
德
仕
法
の
；

.目
的
は
產
業
組
合
の
ソ
レ
の
如
く
積
極
的
に
あ
ら
す
し

y

寧 

ろ
消
極
的
な
れ
ば
此
の
點
に
於
い
て
は
ニ
者
の
間
に
，勿
論
大
な
る
差
異
あ
る
に
似
た
$
ご
雖 

も
、
^

^
も
.
其
の
實
際

.
に
於
て
は

^

く
に
て

.

も
原
呀
荒
雜
地
を
起
し
、耕
坛
培
養
を
賴
に
し
道
路 

尺
利
を
便

R

す
る
-等
皆
そ
の
事
業
の
主
要
な
る
も
の
ど
し
て
經
營
し
れ
る
こ
と
な
れ
は
報
狨 

上
法
は
：必
す
し
も
消

»

虫
義
を

-«|
す
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、其
の
施
行
の
事
辑
ょ
り
之
を
視 

:

れ
ば

"

今
日
の
、產

.業
組
合

^

略
~

其
，の

:

仕
事
を

.
同
じ
く
し
た
る
も
の
で
あ
：る
放
に
報
德
仕
法
を
施

行
し

^

る
組
合
を

.

以
づ

.

て
|

今
日
今
產
業
組
：合

.

ビ
同
植
の

.

組
合
く
認
め

*

兩
*
の
旛
史
的
俜
統
系

* 

.

.

.• 

' 

■

_

に
，
於

て

は

相11
の「

問
柯
等

0

'因
果
關
係

«

&

^

拘
は
ら

'

^

.

る
も
の
ビ
し
て
.、之
を

«

察
す
る
は

-

强
ち
.

牽
强
附
：會

明
治
維
剃
後
報
徳
主
義
の
最
も
碰
に
行
ば
れ
て
實
際
又
大
に
成
績
の
擧
も
た
る
地
方
は
云
！

ふ
由
も
な
く
、相
显
駿

.

遠
の
四
州
，で
あ

0

て
、就
中

'

遠
州
卜

^

熱
心
に
此
の
丰
義
の

.

宣
傅
に
努
力
し
、學
說
に
於
て
も
實
、行
に
於
て
も
'遠
州
を
以
て
其
の
根
據

：
：：

也
ビ
す
る
の
狀
況
.で
あ
る
こ

V

I 1

世
入
の
周
知
す
る
所
な
る
が
、其
の
以
前
幕
末
の
頃
ま
で
は

謹
^

^

^

^

^

益̂

^

.
:

_

，德
の
發
祥
地
た
る
相
州

■

小
田
原
附
近
と
野
州
芳
賀
郡
物
井
村
に
於
け
る
：宇
津
氏
の
所
領
、烏

：」

■

.

.

.

.

.

:
 

• 

. 
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..

..

.
 

■

-

.

.

.

.

.

 

.

.

.

. 

.

.

.

.

山
、矢
田
部
地
方
及
中
村

.

藩
相
馬
氏
の
腹
內
な
：ど
が
此
の
主
義
の
成
績
最
も

3

然
た
$
し

所

で

:

:

:

' 

—

.
：
：

.

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

.

.

. 

■ 

■ 

: 

:
: 

■ 

-
: 

■ 

■ 

; 

.

.

:

あ
つ
た
の
で
あ
る
、嘉
永
の
初
年
岡
田
氏
.が
始
あ
て
ニ
宮
翁
の
學
說
を
聞
い
て
之
に
從
事
し
た 

る
前
豆
州

1 1

山
の
：代
官
江
川
太
郞
左
：衛
：門
の
配
，下
に
町
田
時
右
衛
門
な
る
者
あ
り
、慨
然
と
し 

て
農
村
贫
民
の
救
濟
を

.

思
a

立
ち
、潰
々
官
に
：請
ふ
て
其
の

a

を
辭
し
、處
々
方
：々
 

報
德
仕
法
の
事
蹟
を
調
蜜
じ

/ 2」

る
由
な
る
が
、其
の
時
同
人
が
其
の
筋
へ

.

呈
出
し
た
る
報

#

齊

h

 

P

依
れ
ば
，此
の
仕
法
の
最
も
能
く
行
は
る
く
所
は
相
州
足
柄
上
郡
に
於
ち

‘

數
ヶ
村
の

外
^

;

は
；高
弁
右

M

守
の
知
行

k

な

る
同
州
夫
住
邮
片

_

#

|

^

,

、甲
州
八
代
，⑽
成
由
村
な
る
佐
々
木
道

;;
.

;

 

太
'

郞
.

：の

支

配

所€

.

.

の
ー
ー«

所
で
あ
つ
て
、

^

他
に
.：は
盤
城
國
に
於
け
る
舊
中
村
藩
の
領
內
高
六 

.

萬

：
石

餘

の

村

々

で

あ

る

，
が

、
報

®

者
：：

は
i

特
に
此
の
：中
村
領
の
報
德
仕
法
の
成
：功
を
稱
揚
し
、其
の 

、
發

：起

の

：指

導

渚

た

.

る
•

¥

田
久
助
氏

(

.

ニ
宮
尊
徳
の
門
人

)

が
之
を
思
付
き
ね
る
動
機
を
記
述
し
て 

.
:

コ
ク

.

云
つ
て
居
る
。

.

:

」

富
田

I

久
助
は
今

{

嘉
永

.

の
：初

H

 

y
江
戶
に
來

6

聖
堂
に
入
つ 

:

て
®

'間
一

の

修

業

を
: ©

:

し
、彼
此
八
九
ヶ
年
間
®
夜
懈
ら
ず
、勉
學
の
結
果
遂
に
肺
病
に
樅
り
て
某

第
十
七
怨

2

七九〕
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論

.覿
傅
屮
村
潘
の
.龈德仕法ミ産業

.

飢
合
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論

說

讲

中

材

藩

の

報

.德
仕
法
3

産
業
組
合 

第
二
號 

ニ
ニ

醫
師
の
治
療
を
受
け
つ
、
あ
り
し
が
、此
の

®

師
は
野
州
な
る
宇
津
氏
知
行
所
の
者
に
：て
同
地 

方
は
從
來
百
姓
皆
非
常
の
：困
窮
に
，
陷

，り

て
年

>

離
散
轉
退
す
る
者
多
く
、隨
て
田
畑
は
七
.八
分 

' I

り

荒

，れ

果

て

、

悲

慘

の

狀

態

を
呈
し
た
ら
し
に
數
年
前
小
田
原
よ

K

y
 

二
宮
金
次
郞

S

云
ふ 

人
來

^

V

て
，救

濟

の

仕

，

' ^

を
ー
立
て
、
，よ
り
荒
地
の
復
舊
は
勿
論
の

.

事
數
：年
間
嵩
み
た
る
借
財
な 

.

ど
も
皆
悉
く

•

返
濟
し
て
今
は
各
村
何
れ
も
富
み
榮
へ
て
利
民
一
統
に
安
堵
し
居
る
と
.云
ふ

こ 

，とを
、右
の
醫
師
よ
ぅ
聞
込
み
た
る
久
助
は
痛
く
成
動
し
、自
分
が
■
堂
に
入
つ
て
學
問
修
業
に 

■

;

志

し

た

，る

も

、
全

く

：主_

相
馬
家
の
百
姓
を

 ̂

道
を
開
か
ん

S

の
心
願
な
れ 

ば
、斯
る
大
人
物
の

現

在

す

る

€

聞
く
か
ら
に
は
兎
も
角
も
面

.

鲁
し
て
其

' 

の
敎
を
乞
は
ん
ミ
て
、

:

.

ソレよ醫者を伴ら

:-
.

て
.

野
州

®

町
の
陣
屋
；に
到
り
金
次
郞
に
面
會
を
求
め
た
る
に
、其
の
當 

.

時
宇
津
氏
の
所
領
內
に
於
け
る
報
德
仕
法
の
成
績
を
聞
傳
へ
^

隣
各
地
の
領
主
例
へ
は
靑
木 

村
の
：川

副

勝

三

郞

、谷

田

部

0

:

細
川
：長
門

.

守
、烏
：山
の
大
久
保
佐
渡

.

守
、下
館
の
石
川
近
江
守
等
皆 

何
れ
も
家
老
用
人
な
ど
金
次
へ
郞
の
役
所
な
る
櫻
町
の
陴
屋
へ
派
遣
し
て
報
德
仕
法
傳
授
中
な

/

「

;
 

.

红
，し，か

.

ば

：
同

所

は

非

常

の

，：
大

：煩

忙

に

V
:

金
次
郞
は
個
人

'

の
資
格
で
康
突
に
尋
ね
來
り
た
る
，久

. 

助
は
面
會
の
暇
も
な
く
、再
三
の
懇
請
を
卻
け
て
逄
は
ざ

5

.

し
も
、久
助
は
少
し
も
屈
す
る
色

S

く
何
ほ
醫
者
を
介
し
て
懇
々
賴
み
込
み
、數
十
旬
數
個
月
滯
留
し
て
居
つ
て
も
、是

非

1

度
面
會
：

し
て
高
敎
に
預

&

度
し

^ :

如
何
に
も
熱
心
の
様
：子
頭
は
れ
た
る
》

金
次
郞
も
痛
く
其
.の
志

に
威
じ
數
日
の
後

〗

面
會
を
許
る
し
，遂
に
門
下
に
大

0

て
報
徳
の
_奥
儀
を
聞
く
こ
と
を
得
た
り

し
：か
ば
久
助
は
昔
年
の
、宿
志
を
遂
げ
た
り

f

て
、是
れ
ょ

ゥ

約
十
個
年
金
次
郞
に
隨
從
し
て
報

徳
の
仕
法
を
學
つ
だ
ご
の
こ
と
で
あ
る
。

(

町
田
時
右
衛
門
申
：上
書
に
據
る

)

：：

久

助

は

報

德

の

仕

•法

を

悉

く

授

か

つ

て

江

戶

に

'一
歸
り
、相

馬

家

0

執
政
拿
野
半
右
衛
門
に
謁

し
て
金
次
郞
の
仕
法
の
効
果
願
著
な
る
こ
ビ
を
極
カ
說
明
し
て
、彼
が
所
謂
安
民
法
を
其
の
國

に
®

行
し
て
領
民
の
困
窮
を
救
濟
す
ぺ
き

Z
ビ

を
勸
誘
し
、遂
に
半
，右
衛
門
の

•

容
る
、
所
と
な

て
、彼
は

i f
.

に
人
を
，樱
町
に

.

遺
は
し
、久
助
を
介
し
て
金
次
郞
に
相
馬
家

」

0

內

(

即
ち
中
村
藩

)

の
經

w

Af
c

直
し
の

#

を
：委
任
し
：た
れ
ば
金
次
郞
：は
久
助
を
代
人
ヒ
し
て
總
て
の
仕
法
を
阆
人

に
授
け
、彼
を
し
て
己
れ
：に
代
は
つ
て
安
民
法
を
實
行
せ
し
め
た
の
で
あ
る
、中
村
藩
は

Z
の
法

を
施
行
し
て
ょ
ぅ
數
年

.

な
ら
ず
し
：て、着
々
と
乳
の
成
緻
を
擧
げ
、德
川
氏
の
末
年
に
於
て
は
關

東
及
奥
羽

O '
諸
藩
中
第

一の
治
蹟
あ
り
ど
し
て
世
上
に
稱
賛
せ
ら
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、

_

佘
：は

V

今

雄

に

其

の

仕

法

：の
大
、要

を

揭

げ

て

實

行

：

_

手
續
の
ー
班
を
求
さ
ん
ど
す

。

'

:
:

:

第十七卷二八
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村
藩
の
報
德
仕
法
と
產
業
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: 

第

十

七

怨

(

1
八
~)

：

論

卜

說

.
锊
小
村
藩
の
報
德
仕
法
ミ
產
業
紕
合 

第
二
號 

ニ
四

相
馬
氏
の
舊
領
は
標

5

方
、宇
多
の
三
郡
に
し
て
總
て
貳
百
贰
拾
六
個
村
ぁ

f

正
德

享
保 

’
年
間
に
於
て
は
，出

»

大
に
開
ー
け
、人
ロ
九
萬
餘
ぁ
り
て
鈉
租
米
の
額
十
七
氍
餘
俵
に
及
び
て

0
 

:
ぶ
る
富
庶
の
地

v>
し
®

せ
&
、然
る
に
を
の
後
衮
侈
遊
惰
の
弊
起
っ
て
漸
次
衰
微
の
兆
を
里
し
た 

，る
際
、偶

.ま
：例
の
：有
名
な
る
天
明
年
間
の

.大
飢
儸
に
遭
遇
し
て
餓
死
者
非
常
に
多
く
、戶
ロ
俄
か 

;

に
減
少
し
、

5£
德
の
前
、延

.資
元
祿
の
頃
に
比
す
れ
ば
戶
數
九
千
、人
ロ
五
萬
四
千
餘
、渴

一

脔
貳
千 

:

頭
餘
を
減
少
し
て
田
畑
は
大
半
荒

‘廢
に
歸
し
、降
っ
て
文
化
年
間
に
至
っ
て
は
人
ロ
«
か
に
三 

:

:■
萬
餘
、祖

.米
五
六
萬
：俵
に
過
；ぎ
す
し

''
て
ー
領
民
一
般

k

it
弊
の
極
に
陷
り
し
か
：ば
藩
主
益
胤
氏
大 

に
之

;̂
慶
へ
、西
方
挽
囘
策

.を
‘
^
み
た
る
も

®

ら
に
其
效
果
の
無
か
り
し

i
 

6
,
遂

U
前
記
の
如 

く
萆
野
：半
右
衛

£

0
議
を
採
：用
し
、富

|1
]

久
：助
を
呼
寄
せ
て
金
次
郞
の
意
見
に
基
く
報
徳
安
.民 

法
を
：
*

行
せ
し
め

^

の
で
ぁ
る
、久
助
乃
ち
先
づ
金
次
郞
に
就
て
相

2

 

m
政
整
理
に
關
す
る

,. 

:

棒
細
の
仕
法
を
協
，議
し
。例
の
分
度
法
を
確
立
す

.る
の
主
趣
に
依
り
、先
づ
取
り
敢
へ
す
寬
文
五

: 

年
を
以
て

.If
箅
の
®
點

ミ
し
、
ソ
レ

よ

り

弘
化
元
年
ま
で
一
西
八
十

■年
を
期
問
と
な
し
て
之

^

, 

三
询

：：

度

.に
分
ち
六
十
年
宛
を
以
て

1

間
度
ミ
な
し
、其
の

■各
間

•度
の
間
に
.於
け
る
財
政
上
の
狀 

(

::
;
態〕

を
精
密
詳
細
に

_

畓
し
、而
し
て
此
の

.三：間

〗

度
を
天
地
入
の
三
位
に
配
し
、天
，

「

周
度
平
均
の

;

報
人
十
四
萬
七
十
九
俵
を
以
て
盛
安
の
時
と
な
し
、人

一

周
.度
平
均
の
祖
入
十
一
萬
八
千
六
十
，
 

©

俵
を
以
て
中
腐
ビ
な
し
、地
：ブ
周
度
平
均
の

租

入
六
萬
三
千
七

W

九
十
三
俵

を

以

て

衰
館
の

狀
耀
ビ
な
し
，又
右
:ー

 

百
八
十
年

.間
三
周
度
の

：
®
入
：を
平
均
し
た
る
：十
萬
七
千
三
西
十
ー

一
俵
は

. 

, 

:
.

.

.

. 

: 

' 

.

.

«

衰
安
危
の
雨
，端
を
去
り
、過
も
な
く
不
過
む
な
く
、天
命
自
然
中
：庸
の
數
に
し
て
永
世
經
濟
の 

大
極

V
V定
め
、之
を
大
體
の

■標
準
規
範

.ど
す
る
の

.で
あ
る
、然
れ
ビ
も
時
に

®
•衰
あ
&
年
に
豐
凶

あ
れ
ば
又
之
に
對
し

V

も
相
當
の
準
備
な
か
る
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
如
上
の
三
周
度
を
班
ら

...

 

... 

'

 

:

k

中
分
し
て
、寬
文
五
年
乃
至
寶
歷
四
年
の
九
十
年
間
に
於
け
る
租
入
の
平
均
年
額
十
三
興
八 

.千
：ニ
百
七
十
七
俵
を

.假
‘

じ
陽
の
數
と
，

_

し
.寶
歷

3£
:年
乃
至

 

年
間
に
於
け 

る
肌

•入
の
平
均
年
額
七
與
六
千
三
：自

g

十
九
俵
を

'陰
の
數
ど
な
し
、-而
し
て
乙
の
陰
數
に
天
保 

六
年
ょ
り
弘
化
元
年

$

至
る

‘十
年
間
の
租
，入
：を
加
：算
し
て

 

一
W

年
間
を
平
均
し
れ
る
年
額
六 

親
.六
千
七
百
七
十
六
俵
を
以
て
弘
化

1

一年(

報
.德
仕
法
の
實
行
に
着
手

.す
る
年

1

り
向
後
十
個

年

.»
1

に
於
け
る
財
政
の
分
度
ど
定

'{
/

る
の
仕

»

と
な
し
、®
に
弘
化
元
年
の
祖
入
は
七
瀉
八
彳

.

...

 

;
 

......
 

:
 

:
 

;
 

'

 

.

...

 

,

三

，

百
九
俵
：あ
つ
て

.分
度
へ
の

^

额
に
趑
過
す
る

t (

と

1

S
一
 

千
五
商
三
十
三
俵
な
れ
ど
も
、相
啦 

家
に
て
は
襲
き
に
文

;

年̂
度
以
來
古
®
料

 

< 
唱..

へ
荒
親
地
の
開
懇
、新
戶
の
取
立
、®
民
の
子
の

第

十

七

怨(

一
八
i
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論
:
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村
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報
徳
壮
法
ミ
產
業
紕
合 
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十
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一
八
@

讁

la
'
溥
中
村
藩
の
報
漶
让
法
と
產
槳
組
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第
一
i
 

二
六

養
育
、道
路
堤
防
の
修

.築
、2
!荒
；の：豫
備
其
他
養
老
米
な
ど
年
々
一
萬

#

俵
の
支
出
を
要
し
た
る 

を
以
て
是
等
は
從
，來
の
如
く
之
を
繼
續
し
て
右
分
度
以
外
の
剩
餘
米
^
萬
一
千
五
西
三
十
三 

俵
の
內
に

r
•支
出
：す
る
こ

:ビ

w

な
し
、今
後
安
民
法
の
施
行
に
依
つ
.て
祖
入
を
增
加
し
た
る
ビ 

き

は

其

の

增

加

；額
、は

下

記

：に

述

：ぶ
.る
f

«村
仕
法

」

の
經
«
に
充
當
し

"根
本
の
分
度
は
爾
來
十
年 

每
.
1
:
に

改

定

上

進

，せ
：し
め
、求
來
：の

一

周

度

六

.十
：年
の
後
に
は
過
去
の
天
周
度
に
復
古
し
て
十
四 

萬
：七
十
九
俵
の
粗
入
ご
な
し
、上
下
盛
安
の
域
に
達
せ
し
め
ん

Z

€
を
期
す
る
の
で
あ
つ
て
、此 

の
計
箅
書
即
ち
豫
算
を
爲
政
鑑
ど
稱
し
て
違
背
す
る
こ

^

を
許
さ
る
、
の
で
あ
る
。

(

明
治
十 

三
.年
內
務
省
勸

.農
：局
派
出
委
員
の
報
告
に
據
；る

)

'

:右
に

^

へ
/e
る

-i
c

K
ff
i

位
主

.と
し
て

#

«
家
の
財
政
整

^

を
目
的
と
す
る
も
の
な
れ
ど
も 

此
：.

の
仕
法
の
旨

®

は
矢
®
各
村
々
へ
も
.推
及
す
る
の
で
あ

0

て
村
'方

の

疲

弊

#

说
の
窮
困
を 

救
濟
す
る
に
は
、皆

Z

の
.仕
法
を
標
準

ビ

し

て
、各
-進
ん
で
自
ら
：實
行
す
い
る
こ
ビ
を
獎
勵
し
た
の 

で
あ
る
、之
を
稍
し
て
鄕
村
仕
法
-云
ふ
の
で
あ
つ
て
此
の
仕
法
が
即
ち
安
民
法
の
根
卒
な
る 

が
故
に
報
德
主
義
の
効
果
如
何
は

®

s

領

0
.
の
財
政
整
理
ょ

b

も
寧
ろ
此
鄕
村
仕
法
の
實
行 

如
何
：に
歸
着
す
る
の
で
あ
る
、然
る

U

相
馬
家
：に
て
報
德
安
民
法

0:
實
行
を
金
次
郞
に
委
賴
し

I
\

\\
I

1
.V

I

|

|
1

た
る
當
時

(

弘
化
元
年

)

に
於
て
は
前
に
も
云
へ
る
如
く
相
馬
領
の
各
村
は
贫
窮
の
極
に
達
し
て 

i

も
自
ら
進
ん
で
己
の
仕
法
を
實
行
す
る

0

見
込
な
か

b

し

1
:!
>
當
局
に
て
は
之
が
^
め
藥 

員
數
名
を
村
々
へ
派
：

.遺
し

.，て
-事
實
村
民
を
指
揮
督
勵
し
て
實

.行
，
.
0'寰 

第
一
着
，に
 

は
報
德
の
敎
に
依
り
て
孝
涕
方
.田
を
勵
ま
し
、水
利
を
通
し

»

洫
を
開
ら
き
、荒

*

原
野
を
開

®
 

し
、輩

^

徳
梁
を
便
利
じ
す
る
等
み
事
項

^

從
事
す
る
の
で
あ
る
が

」

般
の
獎
勵
法
ビ
し
て
仕 

法
：着

.手
の
初
め

'村
民

.を

.V

所
に
招
集
し
、投
票
を
以
て
模
範
と
な
る
ベ
き
®
行
力
田
の
良
農
を 

撰
舉
し
：て
之
に

‘賞

#

を
へ
行
ふ
の
で
；あ
る
、興
の
法
は
ソ
コ
に
集

.，
た
る
村
民
一
同
に
記
名
の
.紙 

:禀

^

交

#:
:し
、其

の

紙

，票

®

上
部
の
空
白
の
所
へ
、村
中
に
於
て
操
行

*

も
敎
厚
に
し
て
農
業
に
：
 

精

a

す
る
者

w

思
ふ
も
の
、
姓
名
を
記
入
せ
し
め
、封
し
て
之
を
羞
出

s
_し
む
る
の
で
あ
る
が 

其
.の
#

委
氣
は
投

.禀
に
關
す
る

.心

.得
方
を

■口
演
し
、投
票
す
る
者
は
誠
心
誠
意
を
以
て
自
己
の 

言
デ
る
人
を
撰
べ
、他
：人

>」

相
談
す
る

.こ

S

を
許
さ
す
，私
情
を
狹
ん
で
愛
僧
の
念
を
抱
く
可
ら 

^
、威
，
'權
を
恐
れ
て
所
：信
を
扭
く
る
勿
；

.れ
ど
嚴
命
し
て
夫
れ

—

-
投
禀
を
爲
？
し
め
、や
が
て
集 

り

：
ネ

ム

：
，
紙
«

を
0

贫
し
て

' 
一，
♦

之
を
：簿

M

に
登
錄
し
、得
悪
最
も
多
き
者
を
第
一
ビ
し
、次
點
を 

第 

一一
^:
し
、又
其
の
次
き

’を
"第
三

'vj

な
し
、此

の

三
人
を
當
撰
者
ど
し
て
各

>
其
の

-#
票
一
悪
每
に 

笫
十
七
盤

(
1

八
五)

諭
說
想
中
村
藩
の
報
德
仕
法
と
産
業
紺
合 

第二
號ニ
七
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;金
二
十
五
錢
ビ
轉
め
矣
れ

.、—

#

®
の
稭
數
に
相
當
す
る
金
額
：に
鍬

1

挺
鎌
ニ
挺
を
副
へ
て 

「

之

^

給
‘與
し
、又
：®

-
の

#S
,

者

：に

は

別

に

產

業

資

金(

相
滅
手
段
金
と
云

.ふ)

ビ
し
て
鄉
利
子

3£ 

7:

ヶ
；年
賦
に
て

.金
将

_
:を
、第

^
:
の〕

者
、
R

は
：同
七
圆

2L

十
餞
を
貸
與
し
、安
民
法
執
行
中
は
#
年
一

.

. 

.囘
必
ず
此
の
賞
與
を
行
ふ
，

#

:な
り
と
云
，へ
り
。

:

又
村
中
に
て
，篤
行
力
農
の
聞
へ
あ
る
ト
者
不
幸
に
：し

V

疾
病
其
他
の
炎
厄
に
遭
ふ
て
困
難
し 

つ，
/
あ̂
る

.
€き
、考
く

‘は
文
父

11
:の
遺
愦

.を
負
：
.ふ
七
償
却

.に

®

し
み
つ
、
あ
る
困
膨
激

な

ど

に 

對
を
每
年
辦
季
に

一

囘
づ
、
，此
の
村
中
投
禀
を
於
は
し
め
て
典
の
當
撰
翁
に
、#

ー
翦
に
米
ー 

斗

'0
:割
合
を
以

V

其
の
得
票
の
總
數
に
乘
じ

f

米
額

を

給

與
し
て
之
を
救
肋
す
る
事
あ
り
、
 

又
.右
等
の
困
窮

.

.者
中
を
の

®

住
の

’家
屋
壞
れ
て

.雨
露
を
防
ぐ
に
力
な
き
者
あ
る
と
き
：は
«
麻 

村
內
ニ
三
戶
を
限
々
て
之
を
補
修
し
や
る
事

^

な
し
、矢
張
投

II
を

以

つ

て

.其

の

補

修

を

受

く 

る
も
の
を
定
む
る
の
で
あ
る
が
、又
時
ど
し
て
は
農
馬
を

'與
へ
農
具
を
給
し
、厩
灰
小
屋
を
造
作 

す
る
な
ど
も
此
の
村
內
投
禦
を
以
て
す
る
を
例
規
ビ
す

°

ホ
r

に
於
て

3

の
ニ
三

#J
を

分

篮
せ

し

め
T

r

に

m

fc
地
を
開

ff
i

せ
し

む

る

ビ

き
は
興

の 

種

.を

仕

付

け

た

る

年

よ

&

鳅

下

年

季

を

付

し

冥
加
米

ニ
：反

步
に
付
三
斗
こ
升
宛
を

納

め
し
む

る
も
、其
の
分
籍
の
初
め

に
は
家

作
料
十
圆
乃
，至
十
五
圆
、及
夫
食
米
十
俵
宛
を
給
與
す
る
_
ビ 

す
、尤
も
此
の
補
助
制
度
は
相

M

0

一
 

般
の
惯
例
で
あ
ク
て
報
德
安
民
法
を
行
：は
ざ
る
村
方
に 

て
も
之
を
適
用
し
て
夫
れ

^

^
補
助
を
給
與
し
た
，の
で
あ
る
、又
本
戶
の
農

R(

分

«?
し

:̂
い)

に
 

於
て
斬
た
に
荒

-1
_地
..を

開

懇

す
る

者
に
は
田
方

f

反
步
に
付
賃
余

一:

兩(

弘
化
慕
永
の
輝
は
本 

文
の
：通
f

レ
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る
む
の
、
中
蕃 

三
十

S

1I
-
:
Cの
外
小
な
る

1

0

11
:
,
:無
：磁数
西 

一、溜

.
井
堤

.

V

:
故
造
し

?:

る
は
，
'其

の
.
：

丄
祺
の
大 

赀
は
一
离
ネ
千

3L

百四十

'

八
圓
、舊
塘

か

修
 

:

四
圆

"
典
の
：小

^

ろ
も

.
の；は
六
瓦
败
十
個
所 

1
、

孝
悌
力
田
の
资

#
.
金
六
千
六
一
白
，七

十

0 

1

、新
家
作
を
給
興
：し
れ
：ろ
と

V
五
.再七
十
三 

1

、锱
毅
倉
臌
か
造
，リ；

?:

纟
：は五

-;
:

十
二

.個
所

.
に

__
.

、凶
^

陵
1

の；®

米
：七
.

萬
'

千
1

1

吉
四
：十
三
依

明
な
る
は
八
個
所

U

て
此
の
經
費
約
ー
萬
苽
千
九
茛 

個
所

K

て
經
赀
は
.約
千
六
苗
九
十
瓯 

允
る
分
三
十
涸
趴
、內新
築
塘
ニ
十
一
個
所

I :

し
て

㈣

 

緖
し
れ
る

1 1

九
個
所
じ
し
て
經
贽

i t

三
千
五
胃
六
十

U

及
び
其
の
經
窣
は
一
萬
四

.

千
九

W

1

戶
に
し
て

其

の
經
費
約

-
萬

3L
十
圆 

し

V

某
の
經
賢
ぬ

 

ー|
千
-
百
圆

以
上
の
計
箅
は
稍
や
不
明
瞭
に

.し
て
精
確
：に

「

鄕

.村
仕
法

」

の
成
績
を
詳
し
す
る
に
足
ら

 
>
、又

余
が
双
據
ヒ
す
る
農

#

派
出
員
の
報
街
書
：は
®
纂
の
方
法
甚
だ
不
完
全
に

し

て
藩
制
時

代に

......
 

.......
 

.

.

..

.

.

.

 
. 

.

.

.

相
馬
家
の
御
仕
法
役
所
で
經
營
し
た
る
事
と
、廢
游
の
後
富
田
久
助
氏

-が
典
復
社
長
の
資

〕

格
に 

侬
つ
で
努
力
從
事
へ
し
た
る
事
ど
明
確
の
跖
別
を

f

す
、去
り
ど
て
弘
化
の
初
年
に
安
民
法
を

施
行
し
た
る
以
來
奥
復
社
の
創
立
即
ら
明
治
十
年
の
頃
ま
で
：繼
續
實
行
し
た
る
も
の

w

し

V

 

前
後
十
賞
し
た
る
：報
舍
に

.

.も
ぁ
ら
ず
、彼：此
年
代
期
間
の
記
載
、甚
だ
不
備
な
る
が
故
に
前
記
事 

業
成
績
の
計
算
は
金
然
中
村
薇
の
事
業
ミ
し
て

' 

見
る
ベ
き

も

の
な
る
や
疑
ひ
な
き
に
ぁ
ら
ざ 

る
，も、兎

' 

に
匆
之
に
依
づ
，て
ニ
@
尊
德
翁
直
傳
ー

 

に
於
て
最
も
願

. 

著
な
る
成
績
を
立

®

し
た
ヶ
ミ
稱
せ
ら
る

>

相
馬
領
の
實
況
の

I

班
を
推
測
ず
る

Z

ビ
が
出

來
る
で
ぁ

=ら
ぅ
、余
は
明
治
十
二
三
年
以
來
故
品
川
彌
次
郞
氏
一
派
の
人
々
が
內
務
省
を
中
心

.

.

 

.

.

.

.

……

.

.

と
し

七

®

に
報
德
主
義
を
鼓
吹
せ

ら
れ
た
る

效
果
は
果

し
て

ド
.ン

な
こ

と
で

ぁ

つ
た
か
、又
全 

然
彼
等
の
指
場

に
は
挝

ら

ず
.し
て

®

立
R
_

發
達

し
つ

S

■

ぁ
つ
た

各
地
の

報
德
社

(

例

ば
相
馬
の 

復
興
社
の
類

)

が
明
治

十

I 
ー
5
年
以

#

に
細
何
な

る

進
步
を
な

し
如
何
な
る

成
績
を
示
し

れ
る 

か
#

又
現
在
全
國
各
地
.に
散
在
す

i

數
十

百
の
報
德
社

が
果
し
て
如
何
な
る

效
果
を
收
め
つ 

、
ぁ
る
か
は
未
だ
詳
か
に
之
を
硏
究
す
る

0
暇

«

き
も
、單

に
そ
の
敎
祖
尊
德
翁
の

仕

法

に
就 

い
：V

之
を
批
判
す
れ
ば
、其
の
事
功
：の
上
に

.現
は
る
、
具
體
的
の
組
織
法
は
六
つ
か
し
き
名
目 

に
依
つ

て
言
願
は
さ
る
、
も
、其
：の
實
極
め

.て
簡
單
な

る

仕
法
で

ぁ
づ
て
、古
ょ
>
誰
れ
も
彼
れ 

も
ロ
に
し
て
居
る

「

量
レ
入
制
レ
出

1

の
外
に
出

で

な

い
の
で
あ
る
、而

し
て

唯
ソ
レ
ぎ
办
な
ら
ば
尊 
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三六
 

德
の
敎
を
待
た
ず
ど
も
、何
人
も
承
知
し
て
居
る
所
な
る

も

、
奈
何
せ
ん
、人
間
は
善

S

知
ク
て
必 

t'
し
も
善
を
行
ふ
も
の
に
あ
ら

f'
、利
ビ
想
っ
て
常
に
利
に
就
く

 

b
の
に
あ
ら

t
、威
激
警

•
«、憤 

然
と
し
て
自

.s'
す
る
，に

' あ
ら

.ざ

.れ

.tf
容
.
.易
；に
理
智

'の
'
#
に；
從
.
は
.な
.
い
；
の
で
あ
，る
、故

に

尊

德

翁 

の
仕
法
は
仕
組
そ

0

も

の
>'
>

は

德

化

施

恩

の

 

一
一a

に
重
き
を
镫
き
«
德
主
義
を
實
行
す
る 

に
は
：其
の
仕
法
を
授
く
る
指
導
者
其
人
.，
に
：於
て
先
づ
誠
心
誠
意
を
以
て
事
に
當
る
の
實
を
示 

し
、身

を

正

く

し

行

:̂
商

く

し

：て
、%

ら
推
讓
謙
退
に
出

f

、
自
ら
他

<

を

感

動

：せ
し
め
、所
謂
る 

歷
：11
1「

之

人

皆

，讓
レ
畔
ご
云
’
ふ

の

境

遇

に

ま

ら

：
.し

め

ざ

れ

ば

：f

の

鉍

®
 

0目

的

を

'達
す
.る
：こ」

ビ
は 

出
來
，な
い
の
で
あ
る
、斯
•く
の
如
き
は
日
本
ビ
云
は
ず
支
那
と
ガ
は
ず
古
來
東
■洋
に
於
て

k

治 

經
濟
を
談
ず
る
者
の
ノ
皆
ロ
：：.に

す

る

所

な

り

し

が

■■尊

■

翁
は

.親
し

く

之
を
其
の
身
に
行
つ
て
德 

化
の
實
を
擧
げ
ん

乙

ど
を
勉
め
た
の
で
あ
る
、然
れ
ど
も
彼
れ
は
單
に
精
神
的
の

0

行
の
み
で 

一
!般
下
®
の
衆
人
を
敎
化
す
る
乙
，

能
は
ざ
る
を
知
り

’己
：れ
の
仕

.法
を

：..

實
行
せ
ん

.ビ
す
る

.，
a
 

K

に
は

.邦
の
領
主
た
る
者
を
，し
て
厚
く
恩
惠
を
施
さ
し
め
、或
は
夫
：食
を
救
恤

(
£
.

は
.‘貢
祖
を
，
 

輕
減
す
る
等
陴
令
機
會

'を
見
て
物
質
.的
の
給
與
を
行

ひ、

以
て
.邑
民
を
し
て
恩
に
威
じ

_

に
勇 

ん
.̂
、甘
■じ
て

^
'の
，命

.令

0.
'
儘

K'

'心
■服
せ
し
ノ
む
ヾ
る
の
手
段
.を
廻

.ら
，.す
'

0必
.
'要.め
る
の
で

.
あ
.る
、德

w

比
の
足
ら
ざ
る
所
に
は
：施
息
を
以
て
し
、施
恩
德
化
並
び
行
は
れ
て
始
め
て
報
徳
仕
法
の
實
を 

擧
げ
得
る
の
で
あ

る
•故
に
老
莊
の
徒
に
評
せ
し
め
た
ら
ん
に
ば
或
は
報
徳
主
義
は
说
を
欺
瞞 

す
る
の

%

な
、
，

cv w

云
は
ん
も
知
る
ベ
か
ら
ざ
る
も
、兎
に
詞
邑

1̂
に
.
此
の
素
卷
を
造

b

s
か
な 

か
つ
た
な
ら
ば
到
底
報
徳
仕
法
の
行
は
れ
ざ
る
こ

V
J

II
明
か
で
あ
ら
ぅ

:0

3

て
ソ
コ
で
現
今
の
產
業
組
合
ビ
報
德

.仕
法

(

没

a

法)

と
は
典
の
實
際
に
於
て
行

'ふ
所
の

：
#
 

踉
に
就
い
て
は
ニ
者
略

<其
の
迹
を
同
く

し

、前
に
も
述
べ
れ
る
如
く
或
る
意
味
に
於
て
は
確
か 

に
同

i

種
類
の
も
の
ヒ
し
て
取
扱
は
れ
ざ
る
こ
と
：勿
論
な
る
も
、尊
德
翁
の
主
張
に
甚
く
報
德 

主
義
は
純
乎
た
る

?

$
肖
&

|(

族
長
制
度

)

に

し

て
保
護
保
育
が
其
の
へ
：精

神

で

，あ

つ

て

實

隙

相 

馬
の
ソ
レ
ノ
の
如
く
村
民
の

•
'投

票

制

度

；な
ど
.行
は
れ
：て，居
つ
て
も
原
來
個
人
：の
發
意
に
は
餘

b
 

If
き
'を
置
か
な
い
の
で

，
.あ
る
、產
槳
組
合
は
之

U
,

反
し
、組
織
經
營
の
完
備
：を
主
ビ
し
、

W

人
を
代 

表
，す
る
組
合
圈
體
な

‘る
機
關
に
依
つ
て
各
自
の
物
質
的
利
益

を
！！

ら
ん
メ
す
る
に

.
過
ぎ
な
，い
 

の

で

あ

る

、
，一

は

封

建

の

遺

制

な

る
0

理
的

*

濟
制
度
で
あ
：つ，て
他
の
：一
は
現
代
式
の
契
約
的 

經

-濟
制
：度
で
あ
る
、何
れ
が
^
に
し
て
何
れ
が
非
村
れ
が
利
あ
り
て
何
れ
が
不
利
な
る
や
は
絕 

對
的
に
之
を
批
制
す
る
こ
ビ
能
樣
ざ
る
も
、尊
徳
翁
の
期
待
の
如
き
立
派
な
仕
法
が
全
國
一
般 
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’

第

二

敬

、H
八

.若

く

.
は少

な

ぐ
と
も
國
中
の
大
部
分

F
實
行
し
得
ら
る
■

>
も
の
ビ
せ
ば
減
長
制
度
で
ぁ
つ
て 

も
封
建
の
遺
制
で

^
:つ
て
も
其
の
名
目
の
何
た
：る
を
問
は
す
、余
は
國
民
の
爲
め
人
道
の
爲
め 

に
.結

構

此

の

上

な

し
e

#

:
ず

れ

ど

k

各

種
利
害
關
係
の
復
雜
し
た
る
現
在 

精
巧
な
る
細
エ
仕
事
の

出
，來
：得

る

ゃ
否
は
何
人
も
疑

は
.ざ

る
を
得
ざ
る
問 

誠

*

誠
意
敢
て
尊
德
罾
に
讓
ら
ざ
る
眞
铜

.の

11
::

.
會
主
«
者
が
正
義
人
道
を

度
の
養
改
を
叫
び

0

、
ぁ
る
も
亦
此
の
報
徳
主
義
の
ソ
レ
：に
興
な
ら
さ
る

る 

o 

: 

. 

: 

. 

■

'
 

i

の
世
の
中
に
斯
る 

題
で

*

ら

5
、余
は 

表
榜
し
て
經
濟
制 

を
信
す
る
の
で
あ

舊

約

全

書

"

じ
現
：れ

れ

る

社

會

思

想

"

(

忑

.
:.

 

-

.
.

圓. 

： 

.

■ 

• 

.

.

•

— 

..
 

.

.:
:
1

咼

—

 

0

!:

.

.

ぃ

.

.

.

.
 

.

-

.

.
ペ

 

''I
■,
.

'

:

:

::
;

X

 

.

. 

.

;:
1

.

.IV 

.
 

■
 

•.
.
. 

' 

. 

. 

... 

.

.

.

.

:

モ

レ

シ
テ
人

ミ

力

は

適
法
に
行
は
れ

っ

、

ぁ

る

社
會
的
犯
罪
：の
槪

"念
を
摑

'ん

で

居

っ

た
o

彼
れ
は
善

5r
M'
<
み
、惡
を
好
み
、民
の
身
ょ
ぅ
皮
を
剝
：ぎ、骨
ょ

b

肉
を
别
り
、其
の

「

肉
を
食
ひ
、其
の

皮
を

.剝
ぎ

at
の
骨
を
碎
き
、之
れ
を

®

り
き
ざ

.み
て
、鍋
に

入

る

、

物
の

如

く

し
、拙

の

中

^

入
る

、
尚

の

如

く

すJ

る「

ャ
コ
ブ
の
首
領

」

及
び

「

ィ
ス
ラ
エ
ル

1
の
家
の
侯
伯

^:
特
に
指
差
し
て
其
の

0

代
の
社
會
的
不
正
を
叙
述
す
る
。，

(「

米
迦

:*
第
三
章
第
，

T
、
i
l

節)

。「

公
義
を
知
る

.可
き

」

彼
れ
等
は

却
っ
て

「

公
義

.を
惡
み

V
I

切
の
公
道
：

を

曲
ぐ
る
も
の
で
ぁ
る
。
彼
れ
等
は
血
を
以
て
シ

オ

ン

を

建
て

"不
義
を
以
て
立

k

サ
レ
ム
を
'建
っ
る
。.
ミ
力
は
贿
胳
を
取

b

て
審
判
を
爲
す
首
領
、報
酬

を

得

て

敎
誨

を
行
ふ
祭

3
、雜
子
を
受
け
て
卜
占
を
爲
し
、

g

し
て

.神

は

彼

れ
等
を
保
識
す
可
き

を
信
す
石
豫
言
者
を
忌
®
な
く
否
難
す
る

:0
‘
 

の

故

に

田

则

と

爲
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